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≪ ス ク ー ル ・ ポ リ シ ー ≫

福岡県立玄洋高等学校のグランドデザイン

校訓 向学・礼譲・進取

≪ ス ク ー ル ・ ミ ッ シ ョ ン ≫

社会人基礎力を身に付け、地域の人々と共に未来を創り支える人材を育成する学校
授業や学校行事、部活動等での成功体験を積み重ねることで、自己有用感や自己肯定感を高め、

学びに向かう力を育み、地域社会の発展に参画し、貢献できる人材を育成します。

＜令和８年度の教育重点目標＞
〇 知ることが価値観を広げ自己を高めることに繋がること理解し、学ぶ喜びを知り、学力の向上を
狙う生徒の育成

○ 時間を守り、場に応じた挨拶・言葉遣い・服装・振る舞い等の礼節と規律を意識できる社会人とし
ての気品をもつ生徒の育成

〇 人々の支えに気付きその思いを汲み取り、地域社会に貢献するために様々なことに挑戦する気
概ある生徒の育成

○ ICT端末を利用した個別最適な学び、協働的な学びを実現し、生徒の学習環境の充実を図る。

ＰＴＡ

「鍛ほめ福岡メソッド」の実践

進路指導 教科指導 生徒指導

グラデュエーション・ポリシー

・自己有用感や自己肯定感を持ち、
地域社会の貢献に必要な基礎学力
やコミュニケーション能力、基本的生
活習慣等を身に付けた人材の育成

カリキュラム・ポリシー
・「公務員なら玄洋」をキャッチフレーズに、
公務員を目指す生徒の指導を充実させ、学
校設定科目を開設して正課授業でも公務員
試験の対策を行うことができるようにする
・元寇防塁の保全活動や元岡豊年まつり、
福岡マラソン等、地域と連携した地域貢献
活動を推進し、多くの生徒が主体的に参画
できるようにする
・本校のキャリア教育で自分に合った進路を
見つけ、選択した進路を実現するため、３つ
の系（「大学進学・公務員系」「専門学校進
学系」「就職系」）を設け、進路に必要な科目
を選択履修できるようにする

アドミッション・ポリシー

・基礎学力・基本的生活習慣を身に
付けている人、または、身に付けたい
と強く希望している人

・部活動や生徒会活動に３年間継続
して取り組める人

・ボランティア活動に主体的に参画す
る意思を有している(特に行事の企
画・運営等に興味を持っている）人

本校の指導内容等

＜主体的・対話的で深い学びの実践＞
・玄洋メソッドに沿って、評価基準を視覚的に示す
ことで到達点を意識できる学習指導を実践する。

・授業改善に努めるとともに、気付きの大切さを感
じることができる授業を推進する。

・学校情報を自ら配信する機会を設けることで、
ICT機器の活用力と情報モラルの向上を図る。

＜個に応じた支援＞
・発達支持的考え方を念頭に置き、個に応じた適
切な支援に努め生徒との信頼関係の構築を図り、
社会人としてあるべき姿を提示する。

・生徒状況を全職員で共有し、組織的に生徒の成
長を支援する課題予防的生徒指導を目指す。

・物事を正しく判断するためにも環境を整えること
を意識できるような声掛けをとおして、心を落ち着
かせることができる環境づくりに努める。

＜総合的な探究の時間＞
・将来像を描けるように類系別・学年別に整理した
進路指導を計画的・組織的に実施していくことで、
生徒一人一人の希望進路実現を図る。

・自らの行動を客観的に見つめることを意識させ
ることをとおして、相手や周囲の人々の立場に
立って物事を考える力を育成する。

・本校独自の公務員講座の充実を図るために、教
師自らが学ぶ姿勢を念頭に置き研修に努めるとと
もに、生徒の希望進路実現を目指す。

＜地域と支え合い＞
・ボランティア活動をはじめとして、地域貢献
活動への参画を積極的に行い、自己有用感
や自己肯定感及び社会貢献の志を育成する。

・教職員が一丸となることを再認識するととも
にチーム玄洋としてことに当たる姿を生徒に
見せることで、支え合うことの大切さを生徒に
示す。

育成を目指す資質 ・能力
○ 社会人として必要な基礎学力
○ 自己有用感・自己肯定感を持ち、地域社会の発展に参画
し、貢献しようとする志地域

同窓会

大学

中学校

小学校
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